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仕様書（随時監理用） 

１ 総則 

   (1) 受託者（以下「乙」という。）は、設計図書（図面、工事仕様書等（閲覧補足説明書及び同書に対す

る質問回答書を含む、以下同じ。）をいう。以下同じ。）、工事請負契約書及び関係法令の内容について

熟知の上、工事現場の状況に精通し、工事が完全に施工されるよう公正な立場に立って、かつ責任をもっ

て以下の監理業務を行うものとする。 

 

   (2) 委託者（以下「甲」という。）は、対象工事の監督員業務のうち、本仕様書で定める業務について乙に

委託する。 

 

   (3) 乙は、本業務を履行するにあたり業務担当技術者を定めるものとする。また、乙は業務担当技術者のう

ちから監督員の業務を分担する者を定め甲に通知し、その承諾を得るものとする。 

 

   (4) 乙は工事監理にあたり、設計、施工内容上疑義が生じた場合は、直に県の監督員（以下「県監督員」と

いう。）に通知し、県監督員及び県が必要と認めて派遣する設計者と協議のうえ、適切に監理を行うもの

とする。 

 

   (5) その他、この仕様書に定める業務の処理に関して疑義が生じた場合は、速やかに甲乙協議して定めるも

のとする。 

 

２ 業務概要 

 

  (1) 委託業務名  Ｒ８住宅 阿南団地 阿南・津乃峰 ２号棟屋根・外壁改修監理業務 

 

  (2) 業務箇所    阿南市津乃峰 

 

   (3) 履行期間  契約書による。 

 

  (4) 業務対象工事 

    本業務の対象となる工事（以下「対象工事」という。）は、下記のとおりとする。 

工   事   名 工   期 設計金額(千円) 備  考 

Ｒ８住宅 阿南団地 阿南・津乃
峰 ２号棟屋根・外壁改修工事 
 

契約締結日の翌日
から 180 日間 
  
 

148,060 千円 
  
 

 
 
 



３ 業務内容 

 (1) 設計監理業務 

   ア 設計意図を工事請負業者に正確に伝えるために必要な打合せ及び図面等の作成 

     イ 設計図書に基づいて工事受注者が作成する各種施工図、模型、材料、仕上げ見本及び機器製作図の検

討及び承諾 

     ウ 設計変更が生じた場合の、県監督員等との協議並びに設計変更図書の作成及び工事費の積算 

なお、変更設計書については、営繕積算システムＲＩＢＣ２データで提出すること。 

 

  (2) 現場監理業務  

    ア 設計図書に基づく工程の管理、立会い、工事施工状況の検査及び工事材料の試験若しくは検査 

     イ 契約の履行に関し、県監督員が工事受注者に対して行う指示、承諾又は協議についての事前の検討 

     ウ 工事に関連する関係諸機関との協議 

     エ 関連する２以上の工事における工程等の調整 

    オ 県監督員と工事受注者及び関係機関等との連絡 

    カ 工事の内容に変更等の必要があると認められた場合、その理由及び事項の報告 

    キ 対象工事の竣工検査及び部分払い検査に対する協力 

     ク 契約図書に基づき、工事受注者から県監督員に提出される書類等の整理 

     ケ 工事に関する官公署への提出書類等の作成 

コ 定例会、県監督員及び関係者との協議等の議事録の作成 

サ 現場定例会議への参加と会議の進行に係る業務（管理技術者：１回/月、主任担当技術者：毎回） 

 

４ 業務担当技術者の種別及び資格等 

    業務担当技術者は次のとおりとする。 

 (1)  管理技術者（１名以上） 

       管理技術者は、一級建築士の資格を有し、かつ対象工事全般についてその設計図書を掌握し、工事の施

工監理について高度の技術・経験及び能力を有するものとする。 

    なお、実施設計業務（業務名：Ｒ６住宅 阿南団地 阿南・津乃峰 １号棟等外壁・屋上防水改修設計

業務）の受注者と同一の者が受注した場合は、実施設計業務の管理技術者と異なる者を本業務の管理技術

者として配置すること。 

 

  (2)  主任担当技術者（建築担当技術者 １名以上 ただし、上記（１）以外の者とする) 

       主任担当技術者は、工事について、その設計意図を充分に理解し、設計内容に精通すると共に、工事の

施工監理について相当の経験と能力を有するもので、大学卒業後５年以上又はそれと同等の経験を有する

ものとする。 

 

５ 業務の処理要領 

  (1)  甲は県監督員を定め乙に通知する。 

 

  (2)  甲は対象工事について、工事請負契約の締結又は変更を行った場合、若しくは工事受注者に対して、こ

の業務に関する内容の指示を与えたときは、遅滞なく乙にその内容を通知するものとする。 

    なお、工事受注者に対する設計変更指示は、甲のみが行い、乙が行うことはできない。 

 

  (3)  乙は、業務の経緯及び履行状況が確認できるように、必要な図書及び記録を整理し、県監督員の指示に

より直ちに提出するものとする。 

 

  (4)  乙は、業務を処理した場合は、その都度、その概要を文書により県監督員に報告するものとする。 

 

  (5)  乙の担当職員と県監督員の上記以外の処理業務については、別表「工事監理業務一覧表」によるものと



する。また、当該業務の処理方法は、別に定める「工事監理業務処理要領表」を参考にする。 

       なお、別表に定めのない事項については、甲乙協議のうえ実施するものとする。 

 

  (6)  乙は、甲に下記の書類を提出するものとする。 

       なお、様式については甲の指示によるものとする。 

      ※休日等とは、土曜日、日曜日、祝日等（行政機関の休日に関する法律（昭和 63 年法律第 91 号）第１条

に規定する行政機関の休日のことをいう。 

    ア 契約締結後 14 日（休日等を除く）以内 

        ・業務計画書 

     イ 各月末(翌月の 10 日までに提出） 

        ・工事監理状況報告書 

    ウ 部分引渡し時 

        ・委託業務部分引渡しに係る検査請求書 

        ・工事進行写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿 

     エ 完了時 

        ・委託業務完了検査請求書 

        ・工事竣工及び完了写真、監理日誌、打合せ簿及び各種記録簿 

    オ 随時  

    ・別表「工事監理業務一覧表」で定められた報告書類 

    ・議事録 

        ・その他必要な書類 

 

６ 貸与品 

   (1) 対象工事の設計図書に定められた監督員事務所及びその備品のうち、県監督員の指定するものは、この

業務に関し無償で使用することができる。これらの貸与品は、善良な管理者の注意をもって使用しなけれ

ばならない。 

 

  (2)  この業務を行うにあたり必要な業務資料は、発注者から貸与又は閲覧することができる。貸与されたも

のは業務完了時に、速やかに返却するものとする。 

 

   (3) 受注者は、本業務に関して発注者から貸与された情報その他知り得た情報を業務計画書の業務担当者に

記載される者及び再委託先以外には秘密とし、また、当該業務の遂行以外の目的に使用してはならない。 

 

   (4) 受注者は、当該業務に関して発注者から貸与された情報その他知り得た情報を当該業務の終了後におい

ても第三者に漏らしてはならない。 

 

   (5) 取り扱う情報は、アクセス制限、パスワード管理等により適切に管理するとともに、当該業務のみに使

用し、他の目的には使用しないこと。また、発注者の許可なく複製・転送等しないこと。 

 

   (6) 受注者は、当該業務完了時に、業務の実施に必要な貸与資料（書面、電子媒体）について、発注者への

返却若しくは消去又は破棄を確実に行うこと。 

 

   (7) 受注者は、当該業務の遂行において発注者から貸与された情報その他知り得た情報の外部への漏洩若し

くは目的外利用が認められ又はそのおそれがある場合には、これをすみやかに発注者に報告するものとす

る。 

 

 

 



７ その他 

   (1) 年度末及び部分引渡し時には、工事の出来高に応じ、各年度の契約額の範囲内で部分引渡しに係る業務

委託料の支払いをすることができる。 

 

   (2)  追加設計変更が生じた場合は、営繕課が定める監理委託料変更算定基準により委託料の変更を行う。 

    ただし、設計に契約不適合がある場合は除く。（契約不適合がある場合は当初設計受託者が設計変更を

行う） 

 

(3) 受注者は、設計業務等の適正な実施のために必要な技術的能力の向上、情報通信技術を活用した設計業

務等の実施の効率化等による生産性の向上並びに技術者の育成及び確保並びにこれらの者に係る賃金、労

働時間その他の労働条件、安全衛生その他の労働環境の改善に努めなければならない。 



 別 表 

工 事 監 理 業 務  一 覧 表 

           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者     県 監 督 員  
    備   考 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立 
会 

指
示 

承 
諾 

確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

１ 書類関係               

工 事 工 程 表           ○  ○ 工程段階支払率表による 
県へ直接 

現場代理人及び主任技 
術者等選任(変更)通知書 

          ○  ○ 県へ直接 

施 工 管 理 技 術 者    ○    ○   ○    

技 術 者 台 帳           ○  ○ 県へ直接 

電 気 保 安 技 術 者    ○    ○   △    

工事用電力設備保安責任者    ○    ○   △    

技 能 資 格 者 証 明    ○    ○   △    

技能士チェックシート    ○    ○   △    

施 工 体 系 図    ○   △ ○   ○  △  

施 工 体 制 台 帳    ○   △ ○   ○  △  

再 下 請 負 通 知 書    ○   △ ○   ○  △  

工事実績情報サービス 
（ＣＯＲＩＮＳ） 

          ○  ○ 県へ直接 

工事部分払検査請求書    ○    ○   ○  ○  

工 事 施 工 報 告 書    ○    ○   ○  ○  

工事報告(進達質疑)書        ○   ○  ○  

火 災 保 険 等    ○    ○   ○  ○ 火災保険、建設工事 

事 故 報 告 書    ○   ○ ○   ○  ○  

工事中止・解除通知 ○      ○ ○ △  ○  ○  

設計変更箇所確認書    ○    ○   ○  ○  

材 料 品 検 収 願    ○   △ ○   ○   出荷証明等 

工事竣工検査請求書    ○    ○   ○  ○  

完 成 図 ・ 工 事 写 真 
そ の 他 

   ○    ○   ○  ○ 保全に関する資料 

 
 
 
 
 

 
 
 



           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者    県 監 督 員  
    備   考 
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議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

２ 準    備               

工 事 予 定 表    ○    ○  ○     

実 施 工 程 表  △ ○     ○  ○     

総 合 施 工 計 画 書  △ ○     ○  ○     

施 工 見 本 △  ○ ○    ○ △ ○     

仕上材、(色)の決定 ○  ○ ○    ○ △ ○     

施 工 図  △ ○     ○  △     

工 種 別 施 工 計 画 書  △ ○     ○  ○     

３ 材  料               

配 合 計 画 書  △ ○     ○  ○     

機 器 製 作 図 
（ 機 材 承 認 図 ） 

 △ ○     ○  ○     

同 等 品 使 用 願    ○   ○ ○   ○  ○  

材 料 品 検 収 願  △ ○  ○   ○  ○     

材料･製品検査(試験) 
工 場 検 査 

△ △  ○ △   ○ △  △ △   

４ 安 全 関 係               

支 障 物 件 確 認 書 
 

○   ○    ○ △  ○   支 障 物 件 確 認 書 
 

県監督員の確認後の工事着手とする。 

仮 囲 い 等 ○   ○    ○ △  △   安 全 再 確 認 シ ー ト 

墜落防止チェックシート    ○    ○   △    

足 場 
 

○   ○    ○ △  ○   足場チェックリスト 
 

県監督員の確認後の足場使用開始とする。 

５ 施  工               

敷 地 調 査 ○   ○    ○ △  △    

一工程の施工の確認 ○ △ ○ ○ ○   ○ △ ○ △ △  １工程毎 

工 法 提 案      ○  ○   ○    

文 化 財 発 見 ○   ○    ○ △  △     

 
 
 
 
 
 
 



           処 理 区 分 
 
 
業 務 事 項 

       業務担当技術者     県 監 督 員  
    備   考 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立 
会 

指
示 

承 
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確 
認 

検 
査 

協
議 

調 
査 

報 
告 

立 
会 

同 
意 

確 
認 

検 
査 

処
理 

各 種 試 験 立 会 ○  ○ ○ ○   ○ △  △    

各 種 現 場 対 応 ○  ○ ○ ○ ○  ○ △  △    

防 水 改 修 工 事 ○ △ ○ ○ ○   ○ △ ○ △    

外 壁 改 修 工 事 ○ △ ○ ○ ○   ○ △ ○ △    

塗 装 改 修 工 事 ○ △ ○ ○ ○   ○ △ ○ △    

環 境 配 慮 改 修 工 事 ○ △ ○ ○ ○   ○ △ ○ △    

発 生 材 処 理 △   ○    ○ △  △    

機 器 搬 入 取 付   ○  △   ○  △ △    

各工事区分間の調整   ○ ○   ○ ○  ○   ○  

施 設 管 理 者 と 
各 工 事 と の 調 整 

  ○ ○   ○ ○  ○   ○  

埋設物等の重要な施工 △  ○ ○ ○   ○ △ ○ △    

設 備 機 能 試 験 
（検査・調整を含む） 

○    ○   ○ △  △    

各 種 測 定 結 果 表    ○    ○   △    

公 害 関 係 ○  ○     ○  ○   ○  

部 分 払 検 査 
中 間 検 査 

○    ○   ○ ○   ○ ○  

竣 工 検 査 ○    ○   ○ ○   ○ ○  

手 直 し 検 査 ○   ○ ○   ○ ○  ○ ○ ○  

  凡例：△ 必要とする場合のみ 
（注）立会等  の用語の定義は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書による 
      対象工事により必要となる業務事項を適用する 
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1号棟

2号棟

3号棟

4号棟

5号棟

6号棟

ゴミ置場

ゴミ置場

ゴミ置場

ゴミ置場

ゴミ置場

ゴミ置場

合併処理浄化槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

プロパン庫

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

児童遊園

児童遊園

歩道

道路境界線

道路境界線

道路境界線

道
路

境
界

線

道路境界線

駐車場

受水槽

集会所

A 01

配置図・附近見取図

徳島県県土整備部住宅課
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打樋川

JR阿波橘

至橘至美波

至徳島

至阿南市街

郵便局

JR
牟
岐
線

県道130
号線

国道55号
線

工事場所：阿南団地

附近見取図

阿南市津乃峰町長浜18番地

S=1：5000

配置図

S=1：500

縮尺　A2：100％

　　　A3：70.7％

出入口 コンパネ養生

２号棟仮設計画図　S=1/500

中庭

枠組本足場 D900

外部防炎シート(I型)張り

自転車置場 自転車置場

天井部分：コンパネ張り（ハッチング部分）

外部防炎シート(I型)張り

２号棟

住居者出入口仮設計画図　S=1/100

枠組本足場

両壁部分：

コンパネ張り
H=2000

W=900

外部防炎シート(I型)張り

＝特記＝

・工事期間中の搬入時には、クレーン及び運搬車両の作業スペースを

　コーン及びコーンバーにて作業範囲を確保する事。

　又、交通誘導員を配置し安全確保に務める事。

＝凡例＝

－アスベスト粉塵測定位置を示す

R8.4

工事名称

図面名称

図面番号

縮尺竣工設計

林　實

徳島市雑賀町西開67-1

一級建築士登録

FAX 088-661-4097

TEL 088-661-4080

一級建築士事務所

第86203号

徳島県知事登録 第91093号

1：100・500・5000

Ｒ８住宅　阿南団地　阿南・津乃峰　２号棟屋根・外壁改修工事
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西 立面図
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1階クラック集計

西面

北面

東面

計

南面

Ⅱ　欠損・爆裂（0.25m2以上）充填工法

Ⅲ　モルタル浮き（0.25m2）未満

Ⅳ　モルタル浮き（0.25m2）以上

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

樹脂注入工法

Uカットシール工法

Ⅰ　欠損・爆裂（0.25m2未満）充填工法

：欠損・爆裂

エポキシ樹脂セメントモルタル充填

ポリマーセメントモルタル充填

100
立面図（1）

A
縮尺　A2：100％

　　　A3：70.7％ Ｒ８住宅　阿南団地　阿南・津乃峰　２号棟屋根・外壁改修工事
徳島県県土整備部住宅課

R8.4

工事名称

図面名称

図面番号

縮尺

1：

竣工設計

林　實

徳島市雑賀町西開67-1

一級建築士登録

FAX 088-661-4097

TEL 088-661-4080

一級建築士事務所

第86203号

徳島県知事登録 第91093号

05
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13,900 13,900 13,900

1,300 2,700 2,950 2,950 2,700 1,300 1,300 2,700 2,950 2,950 2,700 1,300 1,300 2,700 2,950 2,950 2,700 1,300

勾配屋根 新設詳細図　S=1:10

変性シリコン系
コーキング 15ｘ10

水切：アルミ製 新設

高圧洗浄 下地調整の上、
合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5
（　SI-F2　）　

断熱材 t=25

陸屋根 新設詳細図　S=1:10

ルーフィングシート防水 S-F2 t=1.5

下地調整の上 合成高分子系

既存シート防水 撤去後、高圧洗浄

コーキング 15ｘ10

変性シリコン系

※凡例　水切等については、主材料製造所の仕様による。

断熱材 t=25

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5

（　SI-F2　）　

高圧洗浄 下地調整の上、

軒樋：塩ビ製　新設

水切：アルミ製 新設

Ⅴ　ひび割れ部（0.2㎜以上1.0㎜以下）

Ⅵ　ひび割れ部（1.0㎜超え）

欠損・爆裂

箇所

0.25m2未満

欠損・爆裂

（m2）

0.25m2以上

モルタル浮き

0.25m2未満

モルタル浮き

0.25m2以上

箇所

0

（m2）

0

0

0

0

12.10

00.00

00.00

4.30 3

14

4

2

16.40 23（0.42） 0.00

0.00

0.00

0.00

0.00 0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.2mm以上1.0㎜以下

壁クラック（ｍ）

：浮き ：打継目地シーリング

：クラック 0.2㎜以上1.0㎜以下

2 2 1 2

2 2 222 2

3333 3 3 3333

C DDD C

記号 既存仕上 記号 既存撤去

屋根：アスファルトシングル葺き撤去

　　　下地アスファルトルーフィング撤去

軒樋：既存塩ビ製 120x120

陸屋根：シート防水 撤去

3

2

1

改修概要

軒樋：カラー塩ビ製 120x120　新設

高圧洗浄、下地調整の上、断熱材 t=25　＋　合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（ SI-F2）

端部押え金物・シーリング MS-2共 新設

高圧洗浄、下地調整の上、合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（ S-F2）

端部押え金物・シーリング MS-2共 新設

モルタル下地調整

アルミ笠木 再利用（階段）

水切：アルミ製 新設

（1F屋根）

、（階段）ｱﾙﾐ笠木再利用、（1階屋根）水切り新設

A 外壁：アクリルリシン吹付

改修概要

はく離工法　全面無収縮樹脂モルタル（C-1）の上

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

A2 軒：アクリルリシン吹付

巾木・スロープ壁

竪樋 VP-100φ

臭突 VP-100φ

臭突 SGP-150φ

打継目地：ポリウレタン系（PU-2）

建具廻り目地：変性シリコン系（MS-2）

アルミ製手摺・物干金物

SUS製換気フード

棟番号 450x300

ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板：石綿板撤去 ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ枠既存のまま　　

はく離工法 全面無収縮樹脂モルタル（C-1）の上

外装塗材Ｅ（　砂状　）吹付

水洗い工法

既存撤去の上ポリウレタン系（PU-2）シーリング打ち

既存撤去の上変性シリコン系（MS-2）シーリング打ち

珪酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6の上DP塗 取替　避難ｽﾃｯｶｰ(両面）共

（避難ｽﾃｯｶｰ：神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｰﾄSK-13同等品）

下地調整の上DP塗（2級）

下地調整の上DP塗（2級）

下地調整の上DP塗（2級）

下地調整の上DP塗（2級）

防水型複層塗材Ｅ（　凹凸状　）吹付 水系フッ素仕上　

（水性弾性ｾﾗﾀｲﾄF（SK化研）同等品）

水洗い工法（外壁に含む）水洗い工法（外壁に含む）

水洗い工法（外壁に含む）
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東 立面図
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100
立面図（2）

A
縮尺　A2：100％

　　　A3：70.7％

F

K K

Ｒ８住宅　阿南団地　阿南・津乃峰　２号棟屋根・外壁改修工事徳島県県土整備部住宅課

R8.4

工事名称

図面名称

図面番号

縮尺

1：

竣工設計

林　實

徳島市雑賀町西開67-1

一級建築士登録

FAX 088-661-4097

TEL 088-661-4080

一級建築士事務所

第86203号

徳島県知事登録 第91093号

06

Ⅰ　欠損・爆裂（0.25m2未満）充填工法 ポリマーセメントモルタル充填

Ⅱ　欠損・爆裂（0.25m2以上）充填工法 エポキシ樹脂セメントモルタル充填

Ⅲ　モルタル浮き（0.25m2）未満 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

Ⅳ　モルタル浮き（0.25m2）以上 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

Ⅴ　ひび割れ部（0.2㎜以上1.0㎜以下） 樹脂注入工法

Ⅵ　ひび割れ部（1.0㎜超え） Uカットシール工法

：打継目地シーリング：浮き

：欠損・爆裂

1階クラック集計

西面

北面

東面

計

南面

1階クラック集計

欠損・爆裂

0.25m2未満

箇所

0.25m2以上

欠損・爆裂 モルタル浮き

0.25m2未満

箇所

0.25m2以上

モルタル浮き壁クラック（ｍ）

0.2mm以上1.0㎜以下

4.30

12.10

00.00

00.00

16.40

3

14

4

2

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00 0

0

0

0

0 0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

（m2）（m2）

23（0.42）

：クラック 0.2㎜以上1.0㎜以下

1

3 3 3

11

C C C

C C C C

記号 既存撤去

屋根：アスファルトシングル葺き撤去

　　　下地アスファルトルーフィング撤去

陸屋根：シート防水 撤去

軒樋：既存塩ビ製 120x1203

2

1

改修概要

軒樋：カラー塩ビ製 120x120　新設

高圧洗浄、下地調整の上、断熱材 t=25　＋　合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（ SI-F2）

端部押え金物・シーリング MS-2共 新設

高圧洗浄、下地調整の上、合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（ S-F2）

端部押え金物・シーリング MS-2共 新設 、（階段）ｱﾙﾐ笠木再利用、（1階屋根）水切り新設

記号 既存仕上 改修概要

はく離工法　全面無収縮樹脂モルタル（C-1）の上
A 外壁：アクリルリシン吹付

水系フッ素仕上　防水型複層塗材Ｅ（　凹凸状　）吹付

（水性弾性ｾﾗﾀｲﾄF（SK化研）同等品）
はく離工法 全面無収縮樹脂モルタル（C-1）の上

A2 軒：アクリルリシン吹付
外装塗材Ｅ（　砂状　）吹付

B 巾木・スロープ壁 水洗い工法

C 竪樋 VP-100φ 下地調整の上DP塗（2級）

D 臭突 VP-100φ 下地調整の上DP塗（2級）

E 臭突 SGP-150φ 下地調整の上DP塗（2級）

F 打継目地：ポリウレタン系（PU-2） 既存撤去の上ポリウレタン系（PU-2）シーリング打ち

G 建具廻り目地：変性シリコン系（MS-2） 既存撤去の上変性シリコン系（MS-2）シーリング打ち

H アルミ製手摺・物干金物

I SUS製換気フード

J 棟番号 450x300 下地調整の上DP塗（2級）

K 珪酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6の上DP塗 取替　避難ｽﾃｯｶｰ(両面）共ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板：石綿板撤去 ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ枠既存のまま　　

（避難ｽﾃｯｶｰ：神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｰﾄSK-13同等品）

水洗い工法（外壁に含む）

水洗い工法（外壁に含む）



A
縮尺　A2：100％

　　　A3：70.7％

断熱材 t=25

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5

（　SI-F2　）　

勾配屋根 新設詳細図　S=1:10

高圧洗浄 下地調整の上、

変性シリコン系
コーキング 15ｘ10

水切：アルミ製 新設

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5
（　SI-F2　）　

軒樋：塩ビ製　新設

水切：アルミ製 新設

陸屋根 新設詳細図　S=1:10

ルーフィングシート防水 S-F2 t=1.5

下地調整の上 合成高分子系

既存シート防水 撤去後、高圧洗浄

立面図（3）

R8住宅　阿南団地　阿南・津乃峰　２号棟屋根・外壁改修工事徳島県県土整備部住宅課

R8.4

工事名称

図面名称

図面番号

縮尺竣工設計

林　實

徳島市雑賀町西開67-1

一級建築士登録

FAX 088-661-4097

TEL 088-661-4080

一級建築士事務所

第86203号

徳島県知事登録 第91093号

1：10・100

07

※凡例　水切等については、主材料製造所の仕様による。

Ⅰ　欠損・爆裂（0.25m2未満）充填工法 ポリマーセメントモルタル充填

Ⅱ　欠損・爆裂（0.25m2以上）充填工法 エポキシ樹脂セメントモルタル充填

Ⅲ　モルタル浮き（0.25m2）未満 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

Ⅳ　モルタル浮き（0.25m2）以上 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

樹脂注入工法

Ⅵ　ひび割れ部（1.0㎜超え） Uカットシール工法

：打継目地シーリング：浮き

：欠損・爆裂

西面

北面

東面

計

南面

0.2mm以上1.0㎜以下

壁クラック（ｍ）

1階クラック集計

欠損・爆裂

0.25m2未満

箇所 （m2）

0.25m2以上

欠損・爆裂 モルタル浮き

0.25m2未満

箇所 （m2）

0.25m2以上

モルタル浮き

4.30

12.10

00.00

00.00

16.40

3

14

4

2

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0

0

0

0

0 0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

23（0.42）

Ⅴ　ひび割れ部（0.2㎜以上1.0㎜以下）

：クラック 0.2㎜以上1.0㎜以下

記号 既存撤去

3

2

1

高圧洗浄 下地調整の上、 断熱材 t=25

改修概要

水切：アルミ製 新設

（1F屋根）

アルミ笠木 再利用（階段）

モルタル下地調整

押え金物

変性シリコン系
コーキング 15ｘ10

、（階段）ｱﾙﾐ笠木再利用、（1階屋根）水切り新設
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南 立面図
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屋外用ﾏｰｷﾝｸﾞﾌｨﾙﾑ
（ｽｺｯﾁｶﾙ同等品）

測定高さ は測量法に 規定する 有資格者に よ り
現場測量の上、 位置決めを 行う 。 左右取付

位置は現場指示に よ る 。

▼3m

▼4m

▼5m

▼6m

▼7m

▼8m

▼9m

20
0

1,
00

0

▼10m
20

0

1, 500

屋外用ﾏｰｷﾝｸﾞﾌｨﾙﾑ
（ｽｺｯﾁｶﾙ同等品）

ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ
ｱﾙﾐ基板 φ 100　 t＝2

ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙

 
ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ

ｱﾙﾐ基板 φ 100　 t＝2
ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙

 
ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ

ｱﾙﾐ基板 φ 100　 t＝2
ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙

 
ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ

ｱﾙﾐ基板 φ 100　 t＝2
ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 橙

 
ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ

ｱﾙﾐ基板 φ 100　 t＝2

 
ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ

ｱﾙﾐ基板 φ 100　 t＝2

ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 黄

ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 黄

ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ
ｱﾙﾐ基板 1500× 200 t＝2
ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 黄
海抜表示板

ＳＵＳﾎﾞﾙﾄ留ﾒ
ｱﾙﾐ基板 1500× 200 t＝2
ＨＩＰ 高輝度反射ｼｰﾄ 黄
海抜表示板

海抜表示板  1:40

1,500

1,
00

0

陸屋根：シート防水 撤去

軒樋：既存塩ビ製 120x120

屋根：アスファルトシングル葺き撤去

　　　下地アスファルトルーフィング撤去

高圧洗浄、下地調整の上、断熱材 t=25　＋　合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（ SI-F2）

端部押え金物・シーリング MS-2共 新設

高圧洗浄、下地調整の上、合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5（ S-F2）

端部押え金物・シーリング MS-2共 新設

軒樋：カラー塩ビ製 120x120　新設

記号 既存仕上 改修概要

はく離工法　全面無収縮樹脂モルタル（C-1）の上
A 外壁：アクリルリシン吹付

水系フッ素仕上　防水型複層塗材Ｅ（　凹凸状　）吹付

（水性弾性ｾﾗﾀｲﾄF（SK化研）同等品）
はく離工法 全面無収縮樹脂モルタル（C-1）の上

A2 軒：アクリルリシン吹付
外装塗材Ｅ（　砂状　）吹付

B 巾木・スロープ壁 水洗い工法

C 竪樋 VP-100φ 下地調整の上DP塗（2級）

D 臭突 VP-100φ 下地調整の上DP塗（2級）

E 臭突 SGP-150φ 下地調整の上DP塗（2級）

F 打継目地：ポリウレタン系（PU-2） 既存撤去の上ポリウレタン系（PU-2）シーリング打ち

G 建具廻り目地：変性シリコン系（MS-2） 既存撤去の上変性シリコン系（MS-2）シーリング打ち

H アルミ製手摺・物干金物

I SUS製換気フード

J 棟番号 450x300 下地調整の上DP塗（2級）

K 珪酸ｶﾙｼｳﾑ板厚6の上DP塗 取替　避難ｽﾃｯｶｰ(両面）共ﾊﾞﾙｺﾆｰ隔板：石綿板撤去 ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ枠既存のまま　　

（避難ｽﾃｯｶｰ：神栄ﾎｰﾑｸﾘｴｰﾄSK-13同等品）

水洗い工法（外壁に含む）

水洗い工法（外壁に含む）


